
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
友
情
厚
き
氏
の
世
話
が
忘
れ
ら
れ
な
い
同
窓
生
は
少
な
く
な

高
野
晃
兆
氏
の
逝
去
を
悼
む
　
　
　
　
い
。
ま
た
氏
が
瀬
田
川
に
あ
る
京
大
漕
艇
部
（
ボ
ー
ト
遇
お
の
コ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チを
長
く
勤
め
て
い
た
こ
と
も
、
忘
れ
ら
れ
な
い
。
氏
の
濡
は
い
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　水

垣

　渉
　
ま
で
も
消
え
ぬ
で
あ
ろ
う
。
　
　
（
か
つ
て
の
級
友
水
垣
渉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
の
て
る

　
本
学
会
会員
、
大
阪
府
立
工
業
高
等
専
門
学
校
名
誉
教
授
高
野
晃

よ
し

兆
氏は
、
二
〇
一
九
年
四
月
十
四
日
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
の
闘
病

生活
の
の
ち
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
入
十
三
歳
。
氏
は
大
阪
出
身
、
住

吉
高
校
か
ら
京
大
文
学
部
に
入
学
、
基
督
教
学
を
専
攻
。
一
九
六
四

年
に
博
士
課
程
を
単
位
習
得
退
学
さ
れ
た
。
そ
の
聞
、
有
賀
鐵
太
郎
、

武藤
一
雄
の
両
先
生
の
も
と
で
旧
約
を
研
究
、
そ
の
後
マ
ッ
ク
ス
・

ヴ
ェ
ー
バ
ー
研
究
を
経
て
全
生
涯
を
ト
レ
ル
チ
研
究
に
さ
さ
げ
、
そ

の

成
果は
京
大
博
士
論
文
「
E
．
ト
レ
ル
チ
の
『
キ
リ
ス
ト
教
の
諸

教
会と
諸
集
団
の
社
会
教
説
』
に
つ
い
て
ー
《
社
会
学
的
基
本
図

式
》
か
ら
見
て
ー
」
（
平
成
二
〇
年
）
と
『
社
会
教
説
』
の
翻
訳
と

に
結
実
し
た
。
こ
と
に
氏
の
『
社
会
教
説
』
研
究
は
、
ト
レ
ル
チ
が

言
及す
る
全
文
献
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
そ
の
思
想
を
解
明
し
よ
う
と
し

た
徹
底
的
な
も
の
で
あ
る
。
氏
は
京
大
を
は
じ
め
関
西
の
い
く
つ
か

の

大
学
で
非
常勤
講
師
を
務
め
る
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
学
教
室

と
京
大
キ
リ
ス
ト
教
学
会
の
共
同
体
形
成
を
絶
え
ず
心
に
か
け
尽
力

高
野
晃
兆
氏
の
逝
去
を
悼
む
（
水
垣
）
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